
かんけいし

関係詞と
せつ

節の
きほん

基本-
こうぎ

講義

1 
どうにゅう

導入

にほんご

日本語では「
きのう

昨日 
あ

会った
ひと

人」「
わたし

私 が
まえ

前に
よ

読んだ
ほん

本」のように、
めいし

名詞の
まえ

前に
なが

長い
せつめい

説明を
お

置いてもそれほど
ふしぜん

不自然ではない。ところが
えいご

英語は、
めいし

名詞の
まえ

前に
なが

長い
じょうほう

情報を
つ

積みにくい。そこで
えいご

英語では、まず
めいし

名詞を
だ

出し、

そのあとに
せつ

節を
こうち

後置して「どの
ひと

人か」「どの
ほん

本か」を
しきべつ

識別する。

この
こうぎ

講義の
ちゅうしん

中心は、
かんけいし

関係詞を
たん

単なる
ひょうげん

表現の
あんき

暗記ではなく、
めいし

名詞に
うし

後ろから
せつ

節をつなぐ
せっけい

設計として
りかい

理解する

ことである。Ch1 で
しゅせつ

主節の S-V を
た

立てたあと、Ch2 ではその
しゅせつ

主節を
こわ

壊さずに
じゅうぞくせつ

従属節をつなぐ
きほん

基本を
まな

学ぶ。

2 
ちゅうしんてき

中心的な
と

問い

かんけいし

関係詞は、どのようにすれば
しゅせつ

主節を
くず

崩さずに
めいし

名詞へ
じょうほう

情報を
ついか

追加する
そうち

装置として
つか

使えるか。

3 
ようご

用語

•
かんけいし

関係詞
relative

: 
めいし

名詞を
う

受け、その
めいし

名詞に
かん

関する
せつ

節を
うし

後ろからつなぐ
ご

語

•
かんけいせつ

関係節
relative clause

: 
かんけいし

関係詞を
ふく

含み、
せんこうし

先行詞を
せつめい

説明する
せつ

節

•
せんこうし

先行詞
antecedent

: 
かんけいせつ

関係節が
せつめい

説明する
めいし

名詞

•
げんていようほう

限定用法
restrictive use

: 「どの X か」を
しぼ

絞り
こ

込む
ようほう

用法

•
ほそくようほう

補足用法
non-restrictive use

: すでに
とくてい

特定された
めいし

名詞に
ついかじょうほう

追加情報を
そ

添える
ようほう

用法

4 
ほうしん

方針

かんけいし

関係詞を
あつか

扱 うときは、
つぎ

次の
じゅんじょ

順序で
かんが

考 える。

1. まず
しゅせつ

主節の S-V を
こてい

固定する。

2.
せつめい

説明したい
めいし

名詞を
せんこうし

先行詞として
き

決める。

3. その
めいし

名詞を
せつめい

説明する
せつ

節の
ないぶ

内部で、どの
ようそ

要素が
か

欠けているかを
み

見る。

4.
か

欠けている
やくわり

役割に
おう

応じて who / which / that / where / when などを
えら

選ぶ。

5 
ちょっかんてき

直感的な
せつめい

説明

かんけいし

関係詞は、
めいし

名詞の
うし

後ろに
ちい

小さな
せつめいべや

説明部屋をつくる
どうぐ

道具である。たとえば「
わたし

私 が
きのう

昨日 
あ

会った
ひと

人」を
えいご

英語で
い

言

いたいなら、まず the person を
お

置き、その
うし

後ろに I met yesterday という
せつめいべや

説明部屋を
つ

付ける。この
せつめいべや

説明部屋

には
ほんらい

本来 
もくてきご

目的語が
ひつよう

必要だが、そこが
くうせき

空席になっているので、そこを
せんこうし

先行詞とつなぐ
めじるし

目印として who や that 

が
はい

入る。
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ここで
たいせつ

大切なのは、
かんけいし

関係詞の
あと

後の
せつ

節を
たんどく

単独で
かんせい

完成させようとしないことである。その
せつ

節は
せんこうし

先行詞の
いちぶ

一部を
か

借りて
せいりつ

成立している。だから
かんけいし

関係詞の
もんだい

問題は、
ごい

語彙よりも「
せつ

節の
なか

中で
なに

何が
あ

空いているか」を
みぬ

見抜けるかどう

かにかかっている。

6 
げんみつ

厳密な
せつめい

説明

かんけいせつ

関係節は、
めいしく

名詞句の
ないぶ

内部に
こうち

後置される
しゅうしょくせつ

修飾節 である。したがって、
ぶんぜんたい

文全体の
こっかく

骨格を
み

見るときは、
かんけいせつ

関係節を

いったん
かっこ

括弧に
い

入れて
しゅせつ

主節から
はず

外してよい。

Display
こっかく

骨格の
み

見え
かた

方

The report [that we discussed yesterday] needs revision.
しゅせつ

主節: The report needs revision.
かんけいせつ

関係節: that we discussed yesterday

かんけいせつ

関係節の
ないぶ

内部では、
せんこうし

先行詞に
たいおう

対応する
いち

位置が
くうしょ

空所になっている。

• the person who I met yesterday では、met の
もくてきご

目的語が
あ

空いている

• the student who came late では、came の
しゅご

主語が
あ

空いている

• the town where I was born では、
ばしょ

場所を
あらわ

表 す
せいぶん

成分が
あ

空いている

この
みかた

見方に
た

立つと、
かんけいし

関係詞の
せんたく

選択は「
なに

何を
う

受けるか」だけでなく、「
かんけいせつ

関係節の
なか

中でどの
やくわり

役割が
か

欠けているか」

で
き

決まる。

6.1 
かんけいし

関係詞の
しょうりゃく

省略

げんていようほう

限定用法で
くうしょ

空所が
もくてきご

目的語の
いち

位置にある
ばあい

場合、who / which / that を
しょうりゃく

省略 できる。

Display

a. This is the proposal (that) we discussed last month.

b. Please revise the report (that) you sent yesterday.

ただし
くうしょ

空所が
しゅご

主語の
いち

位置にある
ばあい

場合は
しょうりゃく

省略 できない。

Display

a. Students who submitted the form will be contacted. （who は
しょうりゃく

省略
ふか

不可）

b. The student who came late apologized. （who は
しょうりゃく

省略
ふか

不可）

もくてきごがた

目的語型の
しょうりゃく

省略 を
せっしょくせつ

接触節
contact clause

と
よ

呼ぶことがある。
か

書き
ことば

言葉では that を
めいじ

明示するほうが
あんぜん

安全であり、
しょうりゃく

省略 し

た
ばあい

場合に
しゅご

主語か
もくてきご

目的語かが
はんべつ

判別しにくくなる
ばあい

場合は
かんけいし

関係詞を
のこ

残す。
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7 
ぐたいれい

具体例

7.1 
れい

例 1: 
もくてきご

目的語が
あ

空いている
かんけいせつ

関係節

にほんご

日本語: 
わたし

私 が
きのう

昨日 
あ

会った
ひと

人は
けんきゅうしゃ

研究者だった。

Correct

The person who I met yesterday was a researcher.

7.2 
かいせつ

解説

しゅせつ

主節は The person was a researcher. である。ここに「
わたし

私 が
きのう

昨日 
あ

会った」という
じょうほう

情報を
つ

付けたいので、the 

person を
せんこうし

先行詞にする。
かんけいせつ

関係節の
なか

中を
かんが

考 えると I met yesterday となり、met の
もくてきご

目的語が
あ

空いている。だ

から who を
お

置いて
せんこうし

先行詞とつなぐ。

Incorrect

The person I met him yesterday was a researcher.

[CLS] 
かんけいせつ

関係節の
なか

中で
せんこうし

先行詞に
たいおう

対応する
くうしょ

空所があるのに、さらに him を
た

足してしまっている。

7.3 
れい

例 2: 
しゅご

主語が
あ

空いている
かんけいせつ

関係節

にほんご

日本語: 
おく

遅れて
き

来た
がくせい

学生は
しゃざい

謝罪した。

Correct

The student who came late apologized.

7.4 
かいせつ

解説

しゅせつ

主節は The student apologized. である。「
おく

遅れて
き

来た」が
がくせい

学生を
げんてい

限定しているので、the student の
うし

後ろに
かんけいせつ

関係節を
お

置く。
かんけいせつ

関係節の
ないぶ

内部では came late の
しゅご

主語が
あ

空いているので who が
つか

使われる。

Incorrect

The student who he came late apologized.

[CLS] 
かんけいせつ

関係節の
しゅご

主語がすでに
せんこうし

先行詞で
う

埋まるので、he を
かさ

重ねるのは
かじょう

過剰である。

7.5 
れい

例 3: 
ばしょ

場所を
あらわ

表 す
かんけい

関係

にほんご

日本語: これは
わたし

私 が
う

生まれた
まち

町である。

Correct

This is the town where I was born.
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7.6 
かいせつ

解説

the town が
せんこうし

先行詞であり、その
まち

町について「
わたし

私 が
う

生まれた」という
じょうほう

情報を
た

足している。ここでは
かんけいせつ

関係節の
なか

中で
ばしょ

場所の
せいぶん

成分が
ひつよう

必要なので where が
しぜん

自然である。

Incorrect

This is the town where I was born there.

[CLS] where がすでに
ばしょ

場所の
やくわり

役割を
にな

担っているので、there を
かさ

重ねると
ちょうふく

重複になる。

7.7 
れい

例 4: 
げんてい

限定と
ほそく

補足の
さ

差

Display

a. Students who submit the form early will receive feedback first.

b. My brother, who lives in Osaka, works in publishing.

7.8 
かいせつ

解説

a では who submit the form early が「どの
がくせい

学生か」を
しぼ

絞っているので
げんていようほう

限定用法である。b では my brother 

はすでに
だれ

誰か
とくてい

特定されているので、who lives in Osaka は
ついかじょうほう

追加情報にすぎない。
えいご

英語では
とうてん

読点の
うむ

有無がこの
さ

差を
かしか

可視化する。

8 
べつ

別の
みかた

見方

かんけいし

関係詞は
ほんやく

翻訳の
ぎじゅつ

技術でもあるが、より
ほんしつてき

本質的には
じょうほうはいち

情報配置の
ぎじゅつ

技術である。
にほんご

日本語は
めいし

名詞の
まえ

前に
なが

長い
せつめい

説明を
お

置けるが、
えいご

英語は
めいし

名詞を
さき

先に
だ

出してから
うし

後ろで
しぼ

絞る。この
ちが

違いを
いしき

意識すると、「
にほんご

日本語を
まえ

前から
じゅん

順 に
えいやく

英訳し

ようとして
ふくぶん

複文が
こわ

壊れる」
もんだい

問題が
へ

減る。

9 
みわ

見分け
かた

方

•
しゅせつ

主節の S-V が
ふた

二つ
なら

並んで
み

見えるのに
せつぞく

接続の
しく

仕組みがないなら、CLS を
うたが

疑 う。

•
めいし

名詞の
まえ

前に
なが

長い
せつめい

説明を
お

置こうとして
えいご

英語が
ふしぜん

不自然なら、
かんけいせつ

関係節への
へんかん

変換を
かんが

考 える。

• who / which / where を
つか

使った
あと

後に him / it / there などを
かさ

重ねているなら、
くうしょ

空所の
はあく

把握に
しっぱい

失敗している
かのうせい

可能性が
たか

高い。

•
かんけいせつ

関係節の
ないぶ

内部だけを
どくりつ

独立した
ぶん

文として
み

見たときに、
しゅご

主語か
もくてきご

目的語か
ばしょ

場所などのどれが
か

欠けているかを
はんてい

判定する。
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10 どこまで
な

成り
た

立つか

この
こうぎ

講義では Ch2 の
いりぐち

入口として、
げんていようほう

限定用法を
ちゅうしん

中心に who / which / that / where の
きほん

基本に
しぼ

絞っている。whose, 

whom, 
ぜんちし

前置詞 + which, 
ほそくようほう

補足用法の
こま

細かい
くとうほう

句読法、
かんけいし

関係詞を
しょうりゃく

省略 できる
じょうけん

条件などは、この
きほん

基本が
あんてい

安定して

から
だんかいてき

段階的に
ひろ

広げればよい。

また、
かんけいし

関係詞だけでなく to 
ふていし

不定詞や
ぶんし

分詞でも
めいし

名詞の
こうちしゅうしょく

後置修飾はできる。しかし CLS の
きそ

基礎としては、ま

ず
せつ

節を
つか

使って
めいじてき

明示的に
せつぞく

接続する
かた

型を
あんてい

安定させるのが
さき

先である。

そのうえで、
せつぞく

接続できるようになったあとに
ひつよう

必要になるのが「どの
ないよう

内容を
しゅせつ

主節へ
お

置くか」という Ch10 の
じょうほうせっけい

情報設計である。
せつ

節がつながっていても
じゅうしん

重心がずれていれば、
えいご

英語としてはまだ
おも

重い。

11 
さいしゅうけい

最終形

Display
かんけいし

関係詞で
ふくぶん

複文を
あんていか

安定化する
てじゅん

手順

1. まず
しゅせつ

主節の S-V を
こてい

固定する

2.
せつめい

説明したい
めいし

名詞を
せんこうし

先行詞として
き

決める

3.
かんけいせつ

関係節の
ないぶ

内部で
なに

何が
か

欠けているか
み

見る

4. その
くうしょ

空所を who / which / that / where などでつなぐ

12 
ひとこと

一言でいうと

かんけいし

関係詞は、
めいし

名詞の
うし

後ろに
せつ

節をつないで
じょうほう

情報を
こうち

後置する
そうち

装置であり、
しゅせつ

主節を
さき

先に
た

立ててから
くうしょ

空所を
みぬ

見抜くの

が
きほん

基本である。

13 
かんれん

関連リンク

→ 講義 文型と文の骨組み lecture english clause

https://study.bem130.com/lecture/english/clause/文型と文の骨組み-講義/

→ 問題演習 複文の安定化 exercise english clause

https://study.bem130.com/exercise/english/clause/複文の安定化-問題演習/

→ 講義 複文の情報設計 lecture english clause

https://study.bem130.com/lecture/english/clause/複文の情報設計-講義/

→ 講義 英語ポータル lecture english overview

https://study.bem130.com/lecture/english/overview/英語ポータル-講義/

→ 定石集 誤りタグ体系 reference english error-taxonomy

https://study.bem130.com/reference/english/error-taxonomy/誤りタグ体系-定石集/
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https://study.bem130.com/lecture/english/clause/
https://study.bem130.com/lecture/english/clause/%E6%96%87%E5%9E%8B%E3%81%A8%E6%96%87%E3%81%AE%E9%AA%A8%E7%B5%84%E3%81%BF-%E8%AC%9B%E7%BE%A9/
https://study.bem130.com/exercise/english/clause/
https://study.bem130.com/exercise/english/clause/%E8%A4%87%E6%96%87%E3%81%AE%E5%AE%89%E5%AE%9A%E5%8C%96-%E5%95%8F%E9%A1%8C%E6%BC%94%E7%BF%92/
https://study.bem130.com/lecture/english/clause/
https://study.bem130.com/lecture/english/clause/%E8%A4%87%E6%96%87%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E8%A8%AD%E8%A8%88-%E8%AC%9B%E7%BE%A9/
https://study.bem130.com/lecture/english/overview/
https://study.bem130.com/lecture/english/overview/%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AB-%E8%AC%9B%E7%BE%A9/
https://study.bem130.com/reference/english/error-taxonomy/
https://study.bem130.com/reference/english/error-taxonomy/%E8%AA%A4%E3%82%8A%E3%82%BF%E3%82%B0%E4%BD%93%E7%B3%BB-%E5%AE%9A%E7%9F%B3%E9%9B%86/
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